
 
 
 

東洋学園大学学生支援に関する方針 
 
 
「基本方針」 
学生が学修に専念し、安定した学生生活を送ることができるよう、教職員が一体となり一人
ひとりの能力、適性に応じ、きめ細かく対応する。また、学生が本学での学生生活を送るこ
とで、社会に貢献できる人材に成長し、将来希望する進路へ進めるよう支援とその充実を図
る。 
 
「学修支援」 
学生の学修意欲を高め、自律的・主体的な学修を促進できるよう、小規模大学の特色を活か
し、指導教員を中心に初年次より卒業に至るまで各学部の特色を踏まえた指導を行う。また、
多様化する学生一人ひとりが学業に対して円滑に取り組め、かつ最大限の成果を収めるこ
とができるよう個々のニーズに耳を傾け、学生に寄り添った支援を行うよう努め、充実した
学修環境を整える。経済的支援に関しては、本学独自の奨学金制度を活用し、一人でも多く
の学生が安心して学修に専念できるよう支援する。 
 
「生活支援」 
大学生活において何事にも意欲的かつ向上心をもって取り組むことができ、安全で実り豊
かな学生生活となることが望ましい。課外活動、集団生活を通じて、協働的で円満な人間関
係を体得しながら、自主性、自律性を涵養し、調和のとれた人間形成を自ら行えるよう支援
する。心身のケアについては、専門スタッフを配置し、健康面・精神面の助言、指導を行い、
健やかで快適な学生生活をサポートする。また学生生活における悩み事などについて随時
相談に応じられるよう各種窓口において体制を整える。 
 
「進路支援」  
学生の進路実現に向けて低学年次よりキャリア形成に対する意識向上を図り、自律的に学
ぶことができる教育を展開するとともに、就業・職業理解の向上を図ることを目的として、
多様な支援方策を実施する。また、本学卒業後、自律した人間として社会に貢献するために、
学生が主体的な進路選択のうえ、一人ひとりが希望の進路へ進むことができるよう、個別の
進路相談を重視し、個々の学生の状況を踏まえたきめ細やかな進路支援を行う。 
 

 
 

 


